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研究成果の概要（和文）：致死的不整脈に対し植込み型除細動器（ICD）を用いている患者を対

象に、①不整脈およびICD作動と不安・抑うつとの関連を調べ、②ICD作動への不安に焦点を当

てた認知行動療法的心理教育プログラムを試みた。新規デバイス植込み患者22名について植込

み前から1年間の追跡調査を行った。この1年間にICD作動を伴う循環器的イベントが生じたもの

は3名であった。作動経験者と非経験者の間には、植込み時点でも植込み後1年の時点でも抑う

つ・不安・QOLなどに有意差は認めなかった。追跡期間中に不安や不適応状態の強まった2名に

認知行動療法的心理教育を行い、一定の効果を得た。 

 

研究成果の概要（英文）： 

Implantable cardioverter defibrillators (ICDs) are life-saving devices in treatment of 

lifethreatening arrhythmia. First, we conducted a prospective 1-year cohort study to 

examine the relationship between the presences of ICD shock and the emotional status in 

Japanese patients with ICD. Twenty-two patients before the implantation of ICD were 

included in the study. ICD shocks occurred in 3 of the 22 patients in 1-year after the 

implantation of ICD. No significant differences were detected in scores of depression, 

anxiety, or QOL between patients with and without ICD events at the both time of before 

and 1-year after the ICD implantation. Second, we successfully performed psychoeducation 

based on the cognitive behavioral therapy for anxiety and unadjusted behaviors in two 

patients who had significant emotional distress in the follow-up periods.  
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１．研究開始当初の背景 

本邦での突然死の60％以上は心臓突然死

であり、そのうち7割以上は心室細動などの

致死性不整脈が直接的原因とされる。致死的

不整脈の高リスク者への突然死予防と生命

予後の向上のために植込み型除細動器

（Implantable Cardioverter Defibrillator ；ICD）は

重要な治療法となる。しかし、ICDは体内植

込み型で除細動時に自動的に電気放電する

という特性を持つため、作動経験者のQOLの

低下（Kamphuis HC et al.,2004）や、PTSD

症状の出現（Neel M,2000）など、心理的負

荷が生じることも無視できない。一方で、う

つ病は心室性不整脈に対するICD作動のリス

クを増大させる（Whang W et al,2005）など、

抑うつや不安から不整脈発作への影響も指

摘されている。また、我々の調査では、ICD

患者の約6割に発作への不安に伴う広場恐怖

や覚醒亢進などの症状が見られ(小林他、

2002)、「作動が起きそうな活動や場所を避

ける」などICDに関連する回避的行動が維持

される患者では抑うつ状態も継続している

可能性が示唆されている(渡邉他、2006）。

ICD患者においては心理的負荷と循環器的安

定は双方向的に考えられるものの、心理的問

題がICD植込みや作動によって生じたのか、

患者の個人特性によるものかという点もま

だ明らかになっていない。 

ICD患者の心理的問題に適切な介入を行う

ことは、致死性不整脈発作の減少や心機能の

安定につながる可能性がある。欧米では認知

行動療法によって、ICD患者の不安や抑うつ

の低減に効果があるとされている（Frizelle 

DJ,2004）。ICDへの過度の不安から生じる広

場恐怖や回避行動に焦点を当てた認知行動

療法はICD患者の長期的な抑うつの改善や

QOLの向上に有効と考えられるが、欧米と本

邦のICD対象者では背景疾患や心機能などが

異なるため、本邦独自の問題の把握とそれに

準じた援助方法を整備する必要がある。また、

心理的問題を呈するICD患者は少なくないこ

とから、ある程度定型化されて使いやすい支

援方略が立てられることが必要で、多くのコ

モンディジーズに適用されている心理教育

的手法を援用することも有効と考えられた。 

 

２．研究の目的 

致死的不整脈に対してICDを用いた治療を

行っている患者（以下ICD患者と略記）を植

込み前からプロスペクティブに追い、不整脈

発生およびICDの電気的作動と不安や抑うつ

との関連を明らかにすること、ICDへの不安

からQOLが低下している患者に認知行動療法

的心理教育を試みることを目指した。 

 

３．研究の方法 

対象：新たにICD植え込みとなる循環器疾患

患者のうち、植え込み時に65歳以下、MMSE

（Mini-Mental State Examination）26点以

上の者。 

調査方法:患者自記式調査および構造化面接

およびカルテからの医学的情報 

調査項目：心理状態としてSDS、STAI-X、QOL

（SF36）、MINI、ICDに対する不安調査票。

医学的情報として心機能（エコー、NYHA、BNP

など）基礎心疾患、心疾患罹病期間、ICD作

動状況など 

調査時期：植え込み前1週間以内・退院後1ヶ

月後・6ヵ月後・1年後 

倫理的配慮と対象者からの同意：研究の実施



は学内の倫理委員会の承認を得た。研究の趣

旨説明と協力の依頼は対象者ごとに文書を

用いて行い、十分な理解を求めた上で文書に

よる同意を得た。 

 

４．研究成果 

本研究への協力に同意した新規デバイス

植え込み患者は 24 名で、視力低下による調

査票回答困難など身体的な理由で 2名が対象

から外れ、22名（平均年齢 50.1歳 SD10.1)

について植込み前から 1年間の追跡調査を行

った。追跡調査を完了したものは 15 名であ

った。対象者 22 名のうち 8 名(36.4％)が女

性、突然死の一次予防のためのデバイス植込

みは 16 名(72.7％)、抗不安薬を内服してい

る者は 2名、MINIによる精神疾患の診断に該

当するものは 1名（広場恐怖を伴うパニック

障害の既往）であった。 

ICD 植込み前に ICD 利用への不安について

訊ねたところ、70％以上の対象者が「作動が

起こりそうな場所や活動を避ける」、50％以

上の対象者が「一人のときや外出時に作動が

起きるのではないかと不安」｢誤作動や作動

時の衝撃が怖い｣「薄着になる ICD が目立つ

のではないか」と述べ、ICD の機能、特性に

対する懸念は術前から存在することが確認

された。また、植込み後 1年目の調査に回答

した 15 名のうち、やはり 50％以上が上記と

同様の項目に当てはまると回答し、さらに

｢ICD 植込み部分の違和感｣が気になると述べ、

ICD に対する心配は植込み後にも維持される

ものと考えられた。 

ICD 植込みから 1 年以内に ICD 作動を伴う

循環器的イベントが生じたものは 3名であっ

た。この 3名と作動を経験しなかった他の対

象者の間に、植え込み時点で SDS、STAI、SF-36、

MINI による精神疾患罹患歴などに有意差は

認めなかった。また、植込み後 1年時点での

SDS、STAI、SF-36においても、循環器的イベ

ント経験者と非経験者の間に有意な得点差

は認めなかった。 

追跡期間中に循環器主治医および精神科

医によって認知行動療法的心理教育プログ

ラムの適応と判断された患者は 2名であった。

1 名は ICD 頻回作動後に強い不安を呈した。

もう 1名は心疾患の悪化を恐れて過剰な生活

制限を行っており、主治医が対応に苦慮した

患者であった。プログラムでは ICD患者の体

験する不安をノーマライズするような情報

提供、認知行動モデルによる問題の概念化、

リラクセーション、認知再構成法、生活拡大

プランの計画と実行などを行った。介入後に

は作動や病状への不安による活動範囲の過

剰な縮小、未来の短縮した感覚などが緩和し、

主治医からも適切な療養行動が行えるよう

になったとの評価が得られた。 
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